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１．研究計画の概要 

曲面の写像類群の要素は pseudo-Anosov (以
下 pA と略す), reducible, periodic の 3 つ
のタイプに分類できる. pA写像類は代表的な
不変量を 2 つ持つ . 一つは  pA 写像の 

dilatation であり, もう一つは写像トーラス
の双曲体積である.  

 

近年, Farb-Leininger-Margalit は, 次の結
果を発表した:  

「ある有限個の 円周上の曲面束 が存在し, "

小さな"  dilatation をもつ任意の pA 写像 

(曲面は何でもよい) は,  この有限個の中の, 

ある多様体を Dehn filling してえられる多
様体が許容する fibration のモノドロミー
である. 」これは「 "小さな" dilatation をも
つ 任意の pA 写像は, ある有限この円周上
の曲面束から"生成される". 」と言うことも
できる. つまり小さな dilatation を持つ pA 

写像を調べるためには, ある有限この 3 次元
多様体の fibration のモノドロミーを調べ
ればよいというわけである. しかし, 彼らの
結果からは, 具体的にどのような有限個の多
様体がこの性質を持つのかはわからない. 本
研究の１つの目標は, 小さな dilatation を
もつ pA 写像を生成する 3 次元多様体の決
定である.  

 

２．研究の進捗状況 

N を magic manifold とする. (N は, ある 

3 成分絡み目の補空間である.)   

小さな体積を持つ閉 3 次元多様体および小さ
な体積をもつ 1個のカスプ付き3次元多様体
は,  N をDehn filling して得られることが, 

Gabai-Meyerhoff-Milley によって示されて
い る . 21 年度の 本研究 では , 小 さな 

dilatation をもつ 閉曲面上の pA 写像のあ
る族は, magic manifold によって生成され
ることを示した. 22 年度は, magic manifold 

によって生成される種数  g の閉曲面 S_g 

上の pA 写像達の中の, 最小の dilatation 

の (g に関する) 漸近的挙動を調べた.  これ
によって magic manifold によって生成さ
れる  S_g 上の  pA 写像達の中で最小の 

dilatation を実現する pA 写像は, g が十分
大きければ, N(-1/2) または N(-3/2) という
2 つの多様体によって生成されることがわか
った. 本研究の結果は, 2 つの多様体 N(-1/2) 

と N(-3/2) が, Farb-Leininger-Margalit の
定理における有限この 3 次元多様体の有力な
候補であることを示唆する.  

 

３．現在までの達成度 

○2 おおむね順調に進展している.  

 

理由: 「研究の進捗状況」で述べた結果は, 22

年度の研究計画で述べた内容をほとんど全て
含んでいる. 22 年度に得た研究成果をまとめ
た論文は, ほぼ完成している. あと 1 ヶ月以
内に論文を完成させ, 投稿する段階まで到達
できると考えている.  

 

４．今後の研究の推進方策 
(1) Farb-Leininger-Margalit の定理におけ
る有限この 3 次元多様体と magic manifold 
を直接結びつける結果を目指したい.  
 
(2) これまでの本研究では, 主に n 個の穴
を も つ 円 板 上 の  pA 写 像 の minimal 
dilatation や, 種数 g の閉曲面上の pA 写
像の minimal dilatation の漸近的挙動につ
いて調べてきたが, 今後は 種数 g であり n 
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個の穴をもつ曲面上の  pA 写像の中の 
minimal dilatation の(g と n に関する)漸
近的挙動についても調べていきたい.  
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